
森
神
信
仰
と
し
て
の
里
神

福
　
原
　
敏
　
男

は
じ
め
に

一　
隅
田
の
里
神

二
　
紀
州
の
里
神

お

わ

り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
・
杜
を
神
霊
の
祭
場
と
す
る
祭
祀
形
態
を
「
森
神
信
仰
」
と
呼

　
　
民
間
信
仰
研
究
の

中
心
的
課
題
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
森
神
は
社
殿
成
立
以
前
の
祭

祀
形
態
や
社
殿
常
在
以
前
の
神
観
念
が
残
存
し
た
も
の
、
つ
ま
り
神
社
の
原
初
の
姿
と
把

握

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
柳
田
国
男
学
説
の
影
響
に
よ
り
、
森
神
を
祖
霊
の
祭
場
と
解
釈

し
て
き
た
。

　
　
　

論

文

要

旨

　
日
本
民
俗
学
で
は
、

び
、

　
本
特
定
研
究
の
対
象
で
あ
る
和
歌
山
県
の
紀
ノ
川
流
域
や
、
日
高
川
流
域
に
は
森
林
を

祭
場

と
す
る
里
神
と
称
す
る
一
群
の
小
祠
が
あ
る
が
、
従
来
、
里
神
は
森
神
信
仰
研
究
の

対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で

は
、
文
献
・
伝
承
資
料
を
中
心
に
里
神
に
つ
い
て
森
神
信
仰
の
視
点
か
ら
検
討

し
た
。

森神信仰としての里神
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は
じ
め
に

　
日
本
民
俗
学
で
は
、
森
・
杜
を
神
霊
の
祭
場
と
す
る
祭
祀
形
態
を
森
神
信
仰
と
把

握

し
て
、
民
間
信
仰
研
究
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
森
神
と
は
社
殿
も

鳥
居
も
な
い
林
・
森
の
み
の
聖
地
で
あ
り
、
小
祠
が
あ
る
に
し
て
も
一
般
的
に
は
後

世
に

設

け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
民
俗
学
で
は
こ
れ
こ
そ
神
社
の
原
初

の
姿
と
し
て
き
た
。

　
つ

ま
り
、
森
神
は
社
殿
成
立
以
前
の
祭
祀
形
態
や
社
殿
常
在
以
前
の
神
観
念
が
残

存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
森
か

ら
社
殿
へ
の
神
霊
の
祭
祀
様
式
の
移
行
が
始
ま
っ
た
の
は
、
律
令
体
制
の
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

容

に
よ
る
も
の
と
い
う
見
解
も
あ
る
が
、
考
古
学
・
民
俗
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

踏

ま
え
た
古
代
史
か
ら
の
岡
田
精
司
説
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
以
下
、
氏
の
所
説
を
要
約
す
る
。

　
『
万
葉
集
』
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
祭
場
」
を
意
味
す
る
ヤ
シ
ロ
は
、
社
殿
建
築

を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
同
書
に
神
社
と
い
う
文
字
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
モ
リ
」

と
詠
む
神
域
の
こ
と
で
社
殿
で
は
な
い
。
『
万
葉
集
』
の
時
代
に
は
、
ヤ
シ
ロ
．
モ
リ

は
神
を
祭
る
聖
域
で
あ
り
、
記
紀
・
古
風
土
記
で
も
社
殿
を
描
い
た
明
確
な
記
述
は

な
い
。

　
奈
良
時
代
の
ヤ
シ
ロ
は
磐
座
や
神
木
の
周
囲
に
、
し
め
縄
や
瑞
垣
を
め
ぐ
ら
せ
た

だ

け
の
空
間
で
あ
り
、
建
造
物
は
な
い
。
伊
勢
神
宮
な
ど
の
王
権
祭
祀
の
対
象
と
な

る
神
社
は
、
八
世
紀
に
は
神
の
常
住
観
念
を
前
提
と
し
て
社
殿
が
成
立
し
て
い
た
。

一
般
の
神
社
建
築

は
、
祭
ご
と
の
仮
設
物
が
恒
常
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
古
代
寺
院
　
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

の

護
法
神
や

鎮
守
神
の
影
響
を
受
け
て
九
～
＝
一
世
紀
、
平
安
中
・
後
期
に
成
立
し

た
、
と
い
う
説
で
あ
る
。

　
有
名
大
社
で
も
平
安
中
・
後
期
以
降
、
畿
内
荘
園
鎮
守
社
や
氏
神
に
お
い
て
は
中

世
、
徐
々
に
社
殿
の
成
立
を
み
た
が
、
民
俗
学
的
視
点
に
た
つ
と
、
そ
の
流
れ
か
ら

取

り
残
さ
れ
た
も
の
が
森
神
で
あ
る
。
こ
の
森
神
と
祖
霊
と
を
関
連
づ
け
る
と
こ
ろ

に
、
民
俗
学
の
特
色
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
例

え
ば
、
直
江
廣
治
は
『
日
本
民
俗
事
典
』
に
お
い
て
「
モ
リ
ガ
ミ
」
を
次
の
よ

う
に
定
義
す
る
。

　
　
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
一
区
画
の
森
に
お
い
て
祀
る
神
。
そ
の
森
の
中
で
も
、
特

　
　
定
の
モ
リ
木
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
注
連
を
張
り
、
根
元
に
幣
串
を
挿
し
て
祀
る
。

　
　
森
の

木
や
こ
と
に
モ
リ
木
を
伐
る
こ
と
は
、
崇
り
を
受
け
る
と
し
て
厳
に
戒
め

　
　
ら
れ
て
い
る
。
依
り
代
が
幣
串
と
モ
リ
木
と
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、
天
然
の

　
　
樹
木
の
方
が
い
っ
そ
う
素
朴
な
形
態
で
あ
る
。
聖
な
る
樹
木
を
招
ぎ
代
と
し
て
、

　
　
天
降
る
神
を
迎
え
祭
る
と
い
う
神
祭
の
古
俗
が
、
森
神
信
仰
の
中
に
よ
く
保
存

　
　

さ
れ
て
い
る
。
森
の
迎
え
祀
ら
れ
る
神
は
、
「
地
主
さ
ん
」
「
荒
神
さ
ん
」
な
ど

　
　
多
彩
で
あ
り
、
職
業
的
な
民
間
宗
教
家
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
推
測
せ

　
　

し
め
る
。
島
根
県
西
石
見
地
方
で
、
森
神
が
墓
地
に
近
接
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

　
　
事
例
の
多
い
事
実
は
、
重
要
な
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。
薩
南
の
モ
イ
ド
ン
も

　
　
埋
葬
地
に

近
い

モ

イ
ヤ
マ
に
祖
霊
を
迎
え
て
祀
る
祭
場
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

　
　
て

い

る
。
森
神
の
原
初
的
形
態
が
祖
霊
の
祭
場
と
し
て
の
モ
リ
の
信
仰
に
結
び

　
　
つ

い
て

く
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
類
例
は
西
石
見
や
薩
南
以
外
の
地
に
も
幾
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つ
か
求
め

ら
れ
る
。
（
後
略
）

　

さ
ら
に
、
直
江
は
若
狭
の
ニ
ソ
の
森
や
京
都
市
小
野
郷
村
の
大
森
の
カ
ブ
で
祖
神

を
祀
る
森
、
奈
良
県
西
吉
野
村
黒
淵
に
お
け
る
旧
家
の
先
祖
を
祭
っ
た
森
を
森
神
の

典
型
と
し
て
例
示
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
直
江
は
森
神
を
祖
霊
の
祭
場
と
把
握
し
て
い
る
。

　
民
間
信
仰
研
究
史
の
上
で
、
沖
縄
の
御
嶽
・
奄
美
の
神
山
・
種
子
島
の
ガ
ロ
ー
山

な
ど
の
南
西
諸
島
の
聖
地
研
究
と
並
び
、
薩
摩
や
大
隅
の
モ
イ
ド
ン
・
対
馬
の
天
道

山
・
山
口
県
蓋
井
島
の
森
山
・
西
石
見
の
荒
神
森
・
若
狭
の
ニ
ソ
の
杜
な
ど
の
、
聖

な
る
森
に
対
す
る
調
査
・
研
究
の
占
め
る
位
置
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
は
柳

田

国
男
学
説
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
徳
丸
亜
木
の

整
理
に

よ
る
と
、
柳
田
自
身
に
と
っ
て
の
「
聖
地
と
し
て
の
森
」
認

識

は
次
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
、
と
い
う
。

　
第
一
期
、
山
人
研
究
期
に
お
け
る
開
拓
に
際
し
て
開
き
残
し
た
「
国
津
神
」
祭
祀

　
　
　
　
　
の

場

　
第
二
期
、
樹
木
信
仰
研
究
期
に
お
け
る
樹
木
の
神
霊
影
向
、
勧
請
の
神
座

　
第
三
期
、
祖
霊
信
仰
論
展
開
期
に
お
け
る
祖
霊
の
祭
地

　
特
に
第
三
期
の
視
点
が
昭
和
二
〇
年
代
の
民
俗
学
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
の
事
情
は
、
若
狭
大
島
の
ニ
ソ
の
杜
の
研
究
に
お
い
て
如
実
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
（
6
）
　
　
　
（
7
）

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
鈴
木
裳
三
、
安
間
清
、
堀
一
郎
に
よ
る
研
究
は
、

古
老
大
谷
信
雄
に
よ
る
稿
本
と
談
話
を
根
拠
と
し
て
、
ニ
ソ
の
杜
を
「
大
島
の
二
四

宗
家
の
開
拓
先
祖
を
祖
霊
と
し
て
祀
る
聖
地
」
と
把
握
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
再
び
徳
丸
の
提
言
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
研
究
動
向
は
直
江
廣
治
の
屋
敷
神
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

や

最
上
孝
敬
の
両
墓
制
研
究
な
ど
に
も
継
承
さ
れ
、
以
降
の
森
神
信
仰
の
研
究
目
的

は
そ
の
原
初
的
形
態
、
あ
る
い
は
先
行
形
態
を
求
め
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
昭
和
二
五
年
か
ら
四
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、

各
地
で
報
告

さ
れ
た
森
神
信
仰
に
表
出
さ
れ
る
多
義
的
な
現
象
的
側
面
を
、
祖
霊
信

仰

と
い
う
一
元
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
森
神
事
例
が

各
地
域
社
会
の
コ

ン

テ
ク
ス
ト
か
ら
切
り
取
ら
れ
、
断
片
的
に
集
め
ら
れ
て
比
較
研

究
の
姐
上
に
乗
っ
た
点
に
問
題
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　

こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
福
田
ア
ジ
オ
に
よ
る
ニ
ソ
の
杜
研
究
な
ど
の
よ
う
に
、

祖
霊
信
仰
へ
の
一
元
的
解
釈
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
数
少
な
い
試
み
は
あ
っ
た

も
の
の
、
祖
霊
信
仰
解
釈
は
柳
田
の
死
後
に
お
い
て
も
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
の
で

あ
る
。

　
さ
て
、
本
特
定
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
和
歌
山
県
に
お
い
て
も
、
里
神
・
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

神
森
と
称
す
る
森
へ
の
信
仰
が
存
在
し
、
『
改
定
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
で
は
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
和
歌
山
県
紀
の
川
流
域
地
方
の
村
々
に
は
、
里
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
神
体

　
　

は
大
木
で
根
元
に
節
日
に
供
え
物
を
す
る
点
は
、
他
地
方
の
ジ
ノ
カ
ミ
・
ジ
コ

　
　
ウ
ジ
ン
〔
地
荒
神
〕
な
ど
と
似
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
、
里
神
を
森
神
信
仰
に
位
置
付
け
る
視
点
は
な
く
、
ジ
ノ
カ
ミ
の
連
想

か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
地
主
神
、
在
地
神
、
そ
の
土
地
に
も
と
も
と
い
た
神
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
項
目
は
直
江
廣
治
に
よ
る
一
九
四
八
年
の
報
告
「
熊

　
　
　
　
（
1
2
）

野
路
の

現
状
⇔
」
を
下
地
に
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　
直
江
は
同
報
告
に
お
い
て
、
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
お
け
る
里
神
・
里
神
森
の
記
述
　
　
拠
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を
指
摘
し
、
里
神
の
「
多
く
は
氏
神
の
末
社
と
し
て
僅
か
に
名
前
の
み
記
録
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
∀

ゐ

る
に
過
ぎ
な
い
が
紀
州
東
半
の
地
主
様
と
関
連
が
あ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　
直
江
の

い

う
地
主
様
と
は
開
拓
者
を
祀
り
、
自
然
の
大
木
の
下
で
木
の
根
祭
が
営

ま
れ
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
地
域
的
な
小
祠
で
あ
り
、
直
江
は
氏
神
が
社
殿
に
勧
請

さ
れ
る
以
前
の
信
仰
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
里
神

は
紀
州
の
民
間
信
仰
を
考
え
る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

管
見
の
限
り
、
従
来
は
宮
本
佳
典
に
よ
る
研
究
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
氏
は
、

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
海
部
郡
衣
奈
浦
の
里
神
は
祖
霊
を
祭
っ
た
も
の
だ
と
し
、
名

　
草
郡

日
方
浦
の
里
神
は
村
に
あ
っ
て
、
山
宮
に
祀
っ
た
妙
見
社
と
、
熊
野
、
蔵
王

　
社
を
合
祀
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
里
神
に
は
村
中
か
ら
魚
を
供
え
、
熊

　
野
、
蔵
王
に
は
僧
が
漬
物
を
供
え
た
と
い
う
の
も
、
山
の
神
や
祖
霊
に
魚
を
選
ん

　
で
供
え
る
民
俗
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
里
神
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査

　
で
明

ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
山
の
神
、
田
の
神
の
両
方
の
要
素
が
見
ら
れ
、

　
山
口
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
里
神
を
祖
霊
信
仰
に
引
き
付
け
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
和
歌
山
県
橋
本
市
の
隅
田
八
幡
宮
の
里
神
に
つ
い
て
検
討
し
、
紀
州
全

域
の

事
例
を
概
観
し
、
里
神
を
森
神
信
仰
と
括
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
得
る
こ
と
を

課
題
と
し
た
い
。

二
　
隅
田
の
里
神

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
、
隅
田
八
幡
宮
別
当
大
高
能
寺
の
翁
胤
が
記
し
た
『
隅
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

宮
殿
楼
井
所

（諸
）
摂
神
社
堂
宇
等
之
記
』
に
は
、
八
幡
宮
の
摂
末
社
が
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
社
よ
り
東
に
猿
田
彦
社
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
猿
田

彦
の

社
少

し
森
の
中
に
あ
り
、
是
も
当
八
幡
宮
の
末
社
な
り
、
此
神
祠
を

　
　
此
郷
里
の

人
皆
里
神
と
云
習
へ
り
、
お
も
ふ
に
本
社
，
山
の
岨
に
あ
り
、
此
宮
．

　
　
　
（
低
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
此
下
き
所
に
あ
る
ゆ
へ
に
、
し
か
い
へ
る
も
の
な
ら
ん
、
若
人
瘡
を
病
る
時
．
、

　
　
此
神
に

祈

り
平
癒
を
願
ふ
に
、
速
に
霊
験
あ
り
と
て
、
又
，
瘡
神
と
も
云
習
へ

　
　
り
、
そ
の
祈
を
な
す
に
，
、
小
き
楊
枝
の
こ
と
き
柴
を
手
折
括
り
束
て
、
樵
の
人

　
　
荷
ひ

形

に
こ
し
ら
へ
是
を
捧
く
、
此
捧
物
．
幼
児
の
戯
に
弄
ふ
風
情
な
れ
と
も
、

　
　
敬
ひ

を
先
と
し
歩
を
運
ふ
の
信
を
哀
み
感
応
あ
ら
せ
給
ふ
に
や
、
此
社
の
下
に
．

　
　
彼
運
ひ

置
け
る
柴
こ
れ
多
し
、

　
現
在
の
猿
田
彦
社
は
こ
の
当
時
里
神
と
称
さ
れ
て
お
り
、
里
神
と
い
う
社
名
は
、

台
地
に
鎮
座
し
て
い
る
八
幡
宮
に
対
し
て
、
そ
の
下
に
鎮
座
す
る
と
い
う
地
理
的
関

係
に

由
来
す
る
、
と
翁
胤
は
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
里
神
は
近
世
中
期
に
は
庖
瘡
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
本
佳
典
は
こ
の
記
事
を
、
「
柴
を
折
っ
て
山
の
神
に
手
向
け
る
儀
礼
を
指
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の

で
、
里
神
を
山
口
の
神
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
釈
す
る
。

　
柴
を
手
向
け
る
習
俗
は
一
般
に
は
山
の
神
を
祀
る
作
法
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、

隅
田

に

お

い
て

は
瘡
と
い
う
皮
膚
病
や
梅
毒
の
治
癒
を
祈
る
作
法
に
な
っ
た
も
の
で
、

そ
こ
に
山
の
神
信
仰
を
想
定
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
大
和
の
吉
野
川
流
域
以
北
の
山
地
山
麓
に
は
笠
神
が
多
く
分
布
し
て
お
り
、
隅
田

の

場
合
も
、
瘡
の
流
行
と
と
も
に
瘡
の
神
が
流
行
神
と
し
て
、
在
来
の
里
神
の
信
仰

の

上
に

被
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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少
な

く
と
も
、
近
世
中
期
に
は
、
隅
田
の
里
神
の
神
格
が
瘡
神
治
癒
と
い
う
現
世

利
益
に
変
化
し
、
位
置
的
に
参
道
入
り
口
に
あ
っ
た
の
で
、
「
先
祓
」
の
意
味
を
有
す

る
猿
田
彦
社
と
命
名
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
隅
田
の
里
神
は
一
三
世
紀
初
頭
か
ら
史
料
に
見
え
、
里
神
に
関
す
る
中
世
史
料
が

以
下
の

八
事
例
確
認
で
き
る
。

一
）
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
六
月
の
「
沙
弥
某
処
分
田
地
坪
付
案
」
（
隅
田
家
文
書
）

　
　

＝

反
　
里
神
」

二
）
宝
治
二
年
（
＝
一
四
八
）
の
「
隅
田
北
荘
検
注
取
帳
」
（
葛
原
文
書
）
「
次
一
段

　
　
同
　
里
神
田
」

三
）
文
永
九
年
（
＝
一
七
二
）
一
〇
月
の
「
隅
田
北
検
田
目
録
案
」
（
隅
田
家
文
書
）

　
　

コ

た

ん

さ
と
か
ミ
の
た
」

四
）
正
平
一
〇
年
（
一
三
五
五
）
五
月
一
八
日
「
氏
人
等
起
請
隅
田
八
幡
宮
供
料
注

　
　
文
」
（
隅
田
家
文
書
）
「
口
口
と
か
ミ
の
た
口
口
口
」

五
）
明
徳
四
年
（
＝
二
九
三
）
＝
一
月
二
三
日
の
「
鶴
熊
女
田
地
寄
進
状
」
（
隅
田
八

　
　
幡
神
社
文
書
）
「
隅
田
北
庄
さ
と
か
ミ
の
森
」

六
）
明
徳
五
年
（
一
三
九
四
）
六
月
二
六
日
の
「
高
坊
行
敏
等
連
署
請
状
」
（
隅
田
八

　
　
幡
神
社
文
書
）
「
里
神
田
の
年
貢
を
一
石
二
斗
八
升
入
立
申
候
処
也
」

七
）
応
永
口
年
四
月
七
日
の
「
隅
田
里
神
田
廻
状
」
（
葛
原
家
文
書
）
「
す
た
の
さ
と

　
　
か
ミ
て
ん
よ
り
い
て
候
、
な
つ
・
あ
き
の
ね
ん
く
の
事
、
」

八
）
永
享
＝
年
（
一
四
三
九
）
＝
月
二
五
日
「
葛
原
明
道
譲
状
」
（
葛
原
家
文
書
）

　
　

コ
、
木
原
の
分
、
か
や
の
き
は
や
し
、
さ
と
か
ミ
の
ま
ゑ
、
北
へ
と
お
り
た

　
　
る
道
お
さ
か
い
て
、
西
の
分
名
道
か
口
口
う
な
り
、
南
ハ
平
十
郎
か
や
し
き
わ

　
　
け
た
る
」

　
以
上
の

史
料
か
ら
は
、
隅
田
の
里
神
が
何
箇
所
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
そ

の

特
色

も
こ
の
断
片
的
な
史
料
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
）
・
二
）
・
三
）
の
里
神
は
一
反
の
神
田
と
い
う
共
通
項
が
あ
り
、
二
）
・
三
）
・

五
）
は
隅
田
北
庄
の
里
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
例
は
前
述
の
瘡
神
1
1
猿
田
彦

社
の
前
身
と
推
定
で
き
よ
う
。

　

五
）
の
記
述
に
よ
る
と
里
神
は
森
で
あ
る
。
現
在
の
瘡
神
所
在
地
の
小
字
名
は
庵

崎
、
そ
の
北
を
榎
木
塚
と
称
す
る
（
図
1
）
。
現
在
の
瘡
神
は
椋
と
榎
の
根
も
と
の
小

祠
で
あ
る
（
写
真
1
・
2
・
3
）
こ
と
か
ら
、
中
世
の
里
神
森
は
庵
崎
と
榎
木
塚
に

わ
た

る
森
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
瘡
神
西
に
接
す
る
小
字
を
風
呂
ノ
尻
と
い
う
。

　
信
仰
の

対
象
と
な
る
森
を
プ
ロ
と
呼
ぶ
習
俗
が
岡
山
・
広
島
・
島
根
・
鳥
取
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

県
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
も
と
こ
の
言
葉
は
オ
ム
ロ
、
ミ

ム

ロ

な
ど
と
同
じ
語
源
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
フ
ロ
の
段
」
「
プ
ロ
の
さ
ご
」

「
フ

ロ

の

奥
」
な
ど
と
、
地
名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　
隅
田

の

場
合

も
、
も
と
も
と
里
神
森
を
フ
ロ
と
い
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

　
い

ず
れ
に
し
て
も
、
中
世
史
料
か
ら
は
里
神
に
は
一
反
の
神
田
が
あ
り
、
正
月
初

卯
の

祭
に

は
そ
の
神
田
の
米
を
宛
て
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
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三
　
紀
州
の
里
神

　
ま
ず
、
紀
ノ
川
流
域
の
中
世
史
料
に
み
ら
れ
る
里
神
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
那
賀
郡
粉
川
寺
領
内
の
東
村
は
、
王
子
神
社
・
村
内
の
極
楽
寺
を
精
神
的
紐
帯
と

し
て
惣
村
結
合
の
早
く
み
ら
れ
る
村
で
あ
る
。
応
永
一
五
年
（
一
四
〇
八
）
＝
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
八
日
の
「
鶴
石
田
地
去
状
」
（
王
子
神
社
文
書
）
に
は
、
「
里
神
之
惣
頭
仁
宛
五
百

文
仁
、
東
村
放
渡
申
候
処
実
正
也
、
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
萩
原
龍
夫
は
、
里
神
の

惣
頭

を
東
村
に
み
ら
れ
る
観
音
講
・
大
地
蔵
講
・
四
十
八
巻
講
・
池
祭
の
頭
人
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の

講

の
一
つ
、
里
神
を
祀
る
講
の
頭
役
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
里
神
祭
祀
が
惣
村

の

頭
役
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
隅
田
荘
西
隣
の
相
賀
北
荘
（
現
橋
本
市
）
に
も
惣
の
発
達
が
み
ら
れ
る
。
文
中
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

年
（
一
三
七
三
）
一
二
月
六
日
の
「
片
子
米
長
帳
」
（
西
光
寺
文
書
）
に
、
「
サ
ト
カ

ミ
　
三
斗
ノ
カ
タ
コ
ナ
リ
、
」
と
あ
る
。
里
神
田
の
土
地
領
有
者
、
地
主
に
対
し
て
、

田
地
耕
作
者
が
三
斗
を
支
払
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
和
歌
山
市
の
日
前
国
懸
神
宮
は
散
在
す
る
社
領
と
神
社
周
辺
地
域
の
公
郷
を
領
し
、

嘉
禎
四
年

（
一
二
三
八
）
九
月
二
五
日
付
の
「
日
前
・
国
懸
四
方
指
写
」
（
日
前
宮
文

書
）
に
み
ら
れ
る
、
俗
に
神
領
三
千
町
歩
と
も
い
わ
れ
る
広
大
な
一
円
社
領
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
め
ざ
し
た
。
そ
の
た
め
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
の
検
田
・
検
畠
取
帳
（
写
）

が
残
る
。

　

こ
の
な
か
の
、
『
内
原
郷
検
田
取
帳
』
、
『
田
尻
郷
検
田
取
帳
』
、
『
和
太
郷
検
畠
取

帳
』
、
『
新
有
真
郷
畠
分
帳
』
、
『
新
有
真
郷
畠
田
分
帳
』
、
『
秋
月
郷
検
畠
取
帳
』
、
『
忌

部
郷
検
田

取
帳
』
に
里
神
田
畠
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
同
社
領
の
『
古
代
諸
郷
畠

　
　
　
　
（
2
4
）

田
段
別
名
寄
帳
』
に
も
小
宅
郷
に
里
神
の
記
述
が
あ
る
。
社
領
の
和
田
村
西
北
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

静
火
森
を
里
神
と
称
し
て
お
り
、
日
前
国
懸
社
領
の
里
神
は
森
の
神
で
あ
っ
た
ら
し

い
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
紀
ノ
川
流
域
の
中
世
史
料
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
里
神
の
記
事
が

散
見
で

き
る
が
、
そ
の
実
態
を
明
確
に
す
る
に
は
近
世
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
隅

田
の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
里
神
の
伝
承
は
近
世
に
は
変
貌
を
遂
げ
て
い
る

場
合
が
多
い
の
で
、
近
世
中
期
と
後
期
の
地
誌
に
よ
っ
て
紀
州
の
里
神
を
概
観
し
て

お
こ
う
。

　

ま
ず
、
和
歌
山
藩
領
日
高
七
組
の
内
、
天
田
組
大
庄
屋
の
中
村
重
吉
が
延
宝
六
年

（
一
六
七

八
）
、
日
高
七
組
の
大
指
出
帳
に
、
定
書
な
ど
を
付
し
て
ま
と
め
た
『
日
高

鑑
』
か
ら
、
日
高
郡
の
里
神
を
あ
げ
る
。
日
高
郡
内
の
宮
数
二
六
九
社
の
う
ち
里
神

は
二
一
社
で
あ
り
、
各
組
ご
と
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

川
瀬
堪
右
衛
門
組
　
里
神
五
　
中
志
賀
村
　
里
村
　
小
引
浦
　
衣
奈
浦
　
三
尾
川
浦

塩
崎
五
郎
左
衛
門
組
　
里
神
二
　
和
田
入
山
　
小
池
村

糸
田
久
太
夫
組
　
　
里
神
一
〇
　
財
部
村
　
吉
田
村
下
富
安
村
　
上
富
安
村
中

　
　
　
　
　
　
　
　
津
川
村
　
若
野
村
　
玄
子
村
　
入
野
村
　
本
郷
村
　
千
津
川
村

中
村
善
次
兵
衛
組
　
里
神
一
　
南
塩
屋
森
岡
分
　
（
三
百
瀬
村
　
里
神
天
神
御
座
候
）

中
山
中
組
　
　
　
　
里
神
三
　
舟
津
村
　
高
津
尾
村
　
高
津
尾
村
内
広
瀬

　
次

に
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
和
歌
山
藩
が
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
、
儒
臣
仁
井

田
好
古
を
総
裁
と
し
て
、
本
居
内
遠
・
本
居
大
平
・
加
納
諸
平
ら
に
編
纂
さ
せ
、
天
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森神信仰としての里神

保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
全
一
九
五
巻
が
完
成
し
た
『
紀
伊
続
風
土
記
』
か
ら
、

里
神
の
記
載
を
図
表
に
し
た
。
（
別
図
・
表
）

　
近
世
村
を
単
位
と
し
た
同
地
誌
は
、
『
防
長
風
土
注
進
案
』
な
ど
と
と
も
に
、
民
間

信
仰
研
究
史
料
と
し
て
も
第
一
級
の
史
料
で
あ
り
、
一
九
世
紀
前
半
の
紀
州
の
里
神

の

状
況

が
一
応
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
書
か
ら
は
一
五
〇
社

程
の
里
神
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
隅
田
の
里
神
の
よ
う
に
同
書
編
纂
時
に

神
格
が
変
化
し
て
い
る
場
合
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　
図
表
か
ら
指
摘
で
き
る
点
を
以
下
に
箇
条
書
に
す
る
。

・

ほ

と
ん
ど
の
里
神
に
は
小
祠
が
あ
る
。

・

里
神
森
や

里
神
の
森
な
ど
、
森
を
祀
る
事
例
が
三
五
例
確
認
で
き
る
。

・

伊
都
郡
1
1
九
、
那
賀
郡
ー
四
三
、
在
田
郡
ー
＝
、
日
高
郡
1
1
三
六
、
海
部
郡
ー

　

二
二
、
名
草
郡
1
1
四
〇
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

・

宮
本
佳
典
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
幕
末
に
は
す
で
に
多
く
の
里
神
が
村
の
鎮

　
守
に
合
祀
さ
れ
た
り
、
村
は
ず
れ
の
小
祠
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

・

集
中
分
布
地
区
は
紀
ノ
川
と
有
田
川
の
間
、
日
高
川
流
域
と
日
高
郡
海
岸
部
で
あ

　
る
。

　
地
誌
か

ら
は
里
神
を
祀
る
人
々
の
実
態
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
以
下
、
文
献
史
料

よ
り
数
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
海
草
郡
下
津
町
大
窪
の
里
神
は
明
治
以
降
木
村
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
里
神
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

は
村
の
草
分
け
筋
に
よ
る
株
座
が
あ
り
、
大
窪
里
神
社
宮
座
党
の
記
録
が
伝
来
し
て

い

る
。
こ
の
記
録
は
、
党
の
座
の
座
会
の
入
用
勘
定
、
所
持
山
の
証
文
、
党
の
由
緒

な
ど
の
記
録
で
あ
る
。

　
　
覚
書

里
神
御
当
社

　
（
初
　
　
　
午
）
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
米
　
よ
り
セ
ニ

御

は
つ
む
ま
の
入
め
　
　
　
合
弐
斗
四
升
也

仲
む
ま
の
御
入
め
　
　
　
　
う
お
代
三
百
匁

　
　
　
　
　
　
　
米
一
斗
酒
正
月
九
日
二
入

　
大
永
六
年
正
月
吉
日
い
ぬ
と
し

　
　
但
れ
っ

き
た
る
も
の
は
岡
持
六
郎
右
衛
門

　
慶
長
十
三
年
七
月
写
取
書
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
士
郡
大
窪
村

さ
と
神
之
御
当
社
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占

御
は
つ
馬
入
め
さ
け
米
　
か
よ
う
と
し

　
　
　
　
　
れ
っ

き
た
る
ハ
　
岡
持
勝
三
郎

　
　
慶
長
十
三
年
さ
る
の
年

　
　
譲
り
証
文
之
事

一
、

立
岩
籔
一
ケ
所
　
懸
梱
岨
頬
魏
衛
門
藪

一
、

ね

り
岩
賀
山
一
ケ
所
　
熊
齢
岩
頬
鶴
谷
限

　
　
右
者
去
ル
戌
年
、
大
窪
村
里
神
様
座
山
と
お
上
方
御
下
ケ
被
成
下
難
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
レ

　
　
奉
二
恐
入
一
所
持
候
、
若
不
将
致
候
節
ハ
村
役
人
立
合
急
度
埼
明
可
レ
申
候
、

　
　
依
之
譲

り
証
文
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
嘉
永
三
年
　
　
　
　
　
大
窪
村
庄
屋
重
左
衛
門

　
　
　
　
　
戌
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ノ

　
　
　
　
　
　
九
月
　
日
　
　
　
　
　
　
同
村
肝
煎
伊
右
衛
門

　
　
　
座
仲
間
中
＋
五
人
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（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
文
化
五
九
月
七
日
内
改

　
　
　
　
　
（
後
略
）

　
里
神
の
祭
は
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
正
月
初
午
日
、
中
午
日
、
慶
長
一
三
年
二

六
〇

八
）
の
正
月
初
午
日
に
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
里
神
が
鎮
座
す
る
磐

座
ら
し
き
地
が
藩
よ
り
下
さ
れ
た
こ
と
、
幕
末
に
は
里
神
の
宮
座
構
成
員
一
五
人
が

定

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。
同
記
録
後
半
部
に
は
、
大
窪
村
は
慶
長
年
中
の

検
地
時
に

は
五
六
軒
あ
っ
た
が
土
地
が
悪
い
た
め
潰
れ
百
姓
が
多
く
、
元
和
九
年
二

六
二
三
）
の
頃
に
は
庄
屋
肝
煎
と
も
一
五
軒
し
か
残
ら
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

短
期
間
に
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
減
少
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
元
和
九
年
の
一
五

軒
は
里
神
宮
座
の
一
五
軒
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
里
神
宮
座
の
成
立
は
こ
の
時

期
に

想
定
で

き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
窪
の
里
神
は
株
座
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　
同
じ
く
下
津
町
の
市
坪
の
山
路
王
子
神
社
に
は
市
ノ
坪
村
内
の
里
神
社
が
合
祀
さ

れ
て

い
る
。

　
こ
の
里
神
も
村
の
草
分
け
の
株
筋
で
結
ば
れ
た
株
座
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

次
の

よ
う
な
宮
座
党
の
記
録
が
伝
来
し
て
い
る
。

　
　
頭
座
、
末
子
筋
目
申
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
闘
）

　
　
一
、
右
御
頭
座
衆
拾
三
人
、
村
開
白
之
先
祖
よ
り
代
々
末
子
之
銘
々
数
多
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
も
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　

も
右
里
神
之
御
祭
礼
会
合
　
自
然
失
礼
罷
成
、
無
勿
体
神
慮
冥
加
之
程
恐

　
　
多
奉
存
右
之
仕
合
二
候
得
者
、
末
二
至
り
て
ハ
高
祖
家
筋
末
枝
を
も
不
知
事
、
切
々

　
　
歎
か
敷
存
候
由
二
付
、
此
度
末
子
之
銘
々
申
合
、
何
卒
里
神
毎
年
祭
礼
御
当
日
御

　
　
頭
衆
右
御
祭
礼
御
神
前
御
祝
儀
相
済
候
之
上
私
共
茂
御
神
前
江
参
詣
仕
、
御
神
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　
申
上
、
其
上
御
造
酒
下
配
御
下
被
下
候
得
者
頂
戴
仕
度
段
御
願
、
座
衆
拾
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奇
）

　
　
之
末
子
筋
一
統
願
出
候
付
、
打
寄
熟
談
致
候
処
、
右
願
出
候
品
気
特
成
儀
無
拠

　
　
殊
二
先
祖
之
筋
目
末
子
相
続
仕
候
儀
ハ
今
以
大
切
成
儀
二
付
我
々
一
同
相
談
之
上
、

　
　
自
今
毎
年
九
月
御
祭
礼
御
当
日
我
々
御
神
礼
御
祝
儀
相
勤
候
跡
二
而
末
子
之
銘
々

　
　
御
神
前
へ
参
詣
い
た
し
御
造
酒
下
配
頂
戴
致
末
々
迄
無
拝
末
子
相
続
有
之
様
申

　
　
元
極
候
、
然
上
は
後
々
二
至
り
御
頭
二
相
紛
レ
候
取
賄
一
切
不
致
候
筈
、
何
等
之

　
　
儀
こ
て
茂
諸
事
御
頭
座
仲
間
δ
之
指
図
次
第
二
相
勤
候
筈
申
合
相
通
し
候
、
右
二
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
末
子
銘
々
連
印
之
願
書
一
通
別
紙
当
番
致
順
廻
候
、
右
前
段
之
趣
末
子
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ニ

　
　
申
通
候
付
仲
間
申
合
依
如
件

　
　
　
　
　
天
正
十
九
年
卯
正
月

　
　
　
　
　
（
＝
二
人
名
称
略
）

　
　
　
右
名
前
次
第
不
同

　
　
　
　
　
（
四
四
人
名
称
略
）

　
　
　
右
名
前
次
第
不
同

　
　
　
　
　
明
和
三
年
蔑
九
月

　
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
に
は
＝
二
人
の
市
坪
村
開
拓
先
祖
が
里
神
を
祭
っ
て

い
た

が
次
第
に
祭
が
疎
か
に
な
っ
た
の
で
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
、
上
記
＝
二
人

の

う
ち
、
東
本
家
以
外
の
一
二
家
の
子
孫
と
他
の
三
二
人
が
里
神
祭
祀
を
毎
年
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
九
月
の
祭
礼
は
頭
屋
組
織
で
行
っ
て
い
た
が
、

そ
の
祭
祀
の
あ
と
に
右
の
＝
二
家
子
孫
が
神
前
に
参
り
、
御
神
酒
を
頂
戴
す
る
よ
う

に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
記
録
は
以
下
に
続
く
。
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森神信仰としての里神

　
　
　
　
一
ノ
坪
村
身
里
神
講
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
闘
）

　
　
一
ノ
坪
村
里
神
ハ
往
古
開
白
ノ
住
人
、
小
宮
ノ
祠
ヲ
造
リ
、
薬
師
堂
ノ
上
二
里

　
　
　
　
（
勧
請
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
神
ヲ
灌
頂
申
、
座
衆
先
例
ノ
以
二
儀
式
一
年
々
無
二
解
怠
一
、
九
月
午
ノ
日
於
二
神

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
前

捧

造
酒
　
御
頭
座
衆
拾
三
人
之
家
々
6
惣
領
壱
人
宛
致
参
会
御
祭
礼
ヲ

　
　
　
一
　
二
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
（
執
）

　
　
被

致

修

行

候
事
、
別
而
不
有
余
之
儀
何
れ
も
先
祖
ノ
名
跡
ヲ
相
続
為

　
　
　
レ
　
　
ニ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
可
レ
被
レ
成
候
会
合
と
奉
レ
存
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江

　
　
一
、
右
家
々
6
代
々
株
分
ケ
之
末
子
筋
数
多
錐
有
之
と
右
御
祭
礼
之
節
会
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
も
不
二
罷
参
一
銘
々
家
々
筋
ノ
御
神
是
ハ
こ
は
疎
奉
レ
存
候
、
無
二
勿
躰
一
冥
加
之

　
　
程
も
恐
多
ク
奉
存
候
、
依
之
此
度
私
共
示
合
各
々
様
江
御
窺
申
上
候
、
座
衆
会

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
合
之
御
祝
儀
相
済
候
上
、
私
共
銘
々
も
朝
飯
後
6
里
神
御
神
前
参
詣
仕
申
度
候

　
　
者
当
座
衆
之
為
二
相
伴
一
御
造
酒
ノ
下
配
被
レ
下
、
薬
師
堂
二
而
頂
戴
仕
候
様
二
御
定

　
　
メ
被
レ
下
候
ハ
ハ
難
レ
有
奉
レ
存
候
、
（
中
略
）

　
　
　
　
　
明
和
三
年
丙
戌
九
月

　
　
　
　
　

（四
一
人
名
称
略
）

　
一
三
人
の
開
拓
先
祖
が
里
神
を
勧
請
し
て
祀
っ
た
こ
と
、
九
月
の
祭
に
は
そ
の
子

孫
の

家

よ
り
総
領
一
人
ず
つ
が
宮
座
の
座
礼
に
参
加
し
た
こ
と
、
一
三
軒
は
分
家
を

繰

り
返
し
里
神
祭
祀
が
疎
か
に
な
っ
た
こ
と
、
明
和
三
年
に
座
衆
会
合
の
後
、
子
孫

分
家
一
同
は
里
神
に
参
っ
て
神
酒
を
頂
戴
し
、
薬
師
堂
で
直
会
を
行
う
こ
と
、
が
取

り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
市
坪
の
里
神
は
開
拓
先
祖
が
祀
っ
た
の
が
は
じ
め
で
あ
り
、
そ

の

時
期
は
天
正
末
年
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
じ
　
や

　
野
上
町
柴
目
の
里
神
に
つ
い
て
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
供
侍
家
に
関
す
る

　
　
　
　
（
3
0
）

記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
伝
承
に
よ
る
と
柴
目
に
は
供
侍
屋
が
昔
は
一
二
軒
あ
っ
た
と

い

い
、
柴
目
集
落
の
開
拓
者
と
関
係
が
深
い
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在

も
里
神
講
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昔
は
年
二
回
行
わ
れ
た
が
、
今
は
＝
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

五
日
の
深
夜
に
行
わ
れ
て
い
る
。
（
写
真
4
～
9
）
里
神
に
は
社
が
な
く
、
山
そ
の
も

の
が
社
で
宮
山
の
頂
上
に
鎮
座
の
場
所
が
あ
る
。
祭
祀
は
現
在
柴
目
に
居
住
す
る
六

軒
の

供
侍
屋
が
行
い
、
そ
の
年
の
当
番
を
「
お
と
う
」
と
い
い
、
お
と
う
に
当
た
っ

た

家
の
主
人
は
精
進
し
て
行
を
慎
み
、
不
幸
が
あ
れ
ば
、
お
と
う
を
交
代
し
た
り
、

一
年
間
は
葬
式
に
も
参
列
し
な
い
。

　

＝
月
＝
二
日
に
お
と
う
が
里
神
の
鎮
座
場
所
を
掃
除
す
る
。
シ
ノ
メ
竹
の
新
竹

を
十
数
本
刈
り
取
っ
て
来
る
。
こ
の
シ
ノ
メ
竹
で
御
神
体
で
あ
る
御
幣
と
折
掛
樽
（
神

酒

を
入
れ
る
竹
筒
）
を
作
る
。
祭
祀
を
準
備
す
る
場
所
は
も
と
「
お
と
う
家
」
で
あ
っ

た

が
、
現
在
で
は
薬
師
さ
ん
（
安
養
寺
）
で
行
っ
て
い
る
。

　
当
日
は
羽
織
・
袴
・
素
足
に
草
履
を
履
い
て
宮
山
へ
参
る
。
灯
火
も
な
く
無
言
で

厳
粛
に

進

む
。
鎮
座
の
場
所
ま
で
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
。
昔
は
お
と
う
の

家
か

ら
出
立
し
た
の
で
、
場
所
に
よ
っ
て
は
相
当
の
距
離
が
あ
る
の
で
前
方
約
一
〇

〇

メ
ー
ト
ル
を
案
内
人
が
先
導
し
た
。
そ
の
先
導
人
は
「
里
神
様
の
お
通
り
」
と
声

高
ら
か
に
叫
び
な
が
ら
案
内
し
た
。
現
在
は
案
内
人
も
な
く
、
三
人
の
お
と
う
が
執

行
し
て
い
る
。

　
案
内
人
が
叫
ぶ
理
由
と
し
て
「
こ
の
里
神
の
お
通
り
に
道
で
出
会
う
と
、
そ
の
出

合
っ
た
人
に
不
幸
が
起
こ
る
（
死
ぬ
）
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
、
こ
の
時
刻
こ

ろ
、
村
人
は
戸
を
閉
じ
外
出
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
御
神
体
を
葱
け
る
御
幣
が
着
く
と
御
座
所
へ
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
て
安
置
す
る
。
御
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写真4　柴目里神講（1）

これは折掛樽を作っているところ。この樽に御神酒を入れて、里神へ5荷、八幡宮へ3荷、小宮へ2荷ずつ2つ、

薬師へ3荷、井戸（水神）へ1荷、合計して16荷を作ってお供えする。

写真5　柴目里神講②

これは御幣（御神体）を作っているところ。材料は和紙を使い前9枚、後8枚で技術は相当熟練を要するので特定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よの講員に伝授されていく。これを作るためには身をきよめ、コヨリを捻るのにも唾の使用を禁じ神酒を用いる。
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写真6　柴目里神講（3）

準備は大体午後7時ごろから始め午後10時頃に終る。準備が終ると祭檀を作り御幣（御神体）を祀り掛け鯛2疋掛

け樽・御膳（2～3合の白飯で別の鍋で焚いたもの）、及び神酒をお供えする。これら万端整い終ると「おとう」は

庄屋（現在は区長）に報告挨拶する。

写真7　柴目里神講（4）

それが終ると祭檀に向かって塩をまき清める。次は祭檀を背にして、本年の「おとう」、来年の「おとう」、昨年の

「おとう」の3人が着座する。
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写真8　柴目里神講⑤

着座が終るとお茶を頂く。お茶を飲み終ったら一切「無言」で言葉を出すことは厳禁される。この無言の「行」は

宮山へ御神体を鎮めて帰るまで続けられる。

写真9　柴目里神講（6）

（渡御）先頭は御神体を持つ「おとう」、次は掛け鯛、掛け樽をオーコで担う来年の「おとう」、第3番目がお膳とお

神酒を持つ昨年の「おとう」の順番で出する。
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座
所
に

は

去
年
と
今
年
の
分
の
二
本
の
御
幣
を
た
て
る
。
お
と
う
は
前
日
の
掃
除
で

一
昨
年
の
分
の
御
幣
を
取
り
除
い
て
お
く
。
も
し
、
御
幣
が
傾
く
と
、
そ
の
傾
い
た

方
向
に
災
難
が
起
こ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

御
幣
の
前
に
平
た
い
石
が
敷
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
御
膳
と
御
神
酒
を
供
え
、
声
を

出
さ
ず
に
お
祈
り
す
る
。
祈
願
が
終
わ
る
と
、
御
膳
と
御
神
酒
の
お
下
り
を
頂
い
て

帰

る
。
こ
こ
ま
で
の
神
事
は
無
言
で
行
い
、
神
事
が
終
わ
る
と
無
言
が
解
か
れ
、
そ

れ
ぞ

れ
掛
樽
の
御
神
酒
を
奉
納
し
て
帰
る
。

　
神
事
を
終
了
し
た
「
お
と
う
」
と
、
来
年
の
「
お
と
う
」
は
対
座
し
て
、
庄
屋
（
区

長
）
の
立
ち
合
い
の
も
と
に
盃
を
交
わ
し
な
が
ら
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

挨
拶
す
る
。

　
昔

は
こ
の
儀
式
の
祝
詞
を
三
宝
に
乗
せ
、
謡
を
う
た
っ
て
申
し
送
り
が
行
わ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の

行
事
が
終
了
す
る
の
が
午
前
一
時
こ
ろ
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
講
員
が
一
品

ず

つ
持
ち
寄
っ
て
お
下
り
の
御
神
酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
簡
単
な
直
会
を
行
う
。

　
柴
目
の
供
侍
家
と
は
公
事
家
、
す
な
わ
ち
、
中
世
社
会
に
お
い
て
公
事
を
賦
課
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

れ
た

在
家
を
い
い
、
近
世
以
降
に
は
そ
れ
が
家
格
化
し
た
有
力
構
成
農
家
を
い
う
。

耕
地
の
少
な

い

山
村
漁
村
な
ど
、
公
事
を
も
っ
て
年
貢
と
し
て
い
た
地
域
で
は
公
事

家
の

呼
称
が
近
世
以
降
に
も
残
存
し
、
公
事
家
は
村
役
公
事
を
支
え
る
家
柄
と
し
て
、

宮
座
の
構
成
員
と
な
り
、
ま
た
村
有
林
の
株
（
公
事
家
株
）
所
有
者
と
な
り
、
家
格

化

し
て
長
く
存
続
し
た
。

　
柴
目
の
供
侍
家
も
株
座
の
構
成
員
で
あ
り
、
里
神
を
祀
る
こ
と
を
精
神
的
紐
帯
と

し
た
。
開
発
に
際
し
て
、
地
の
神
を
祀
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
名
草
郡
岩
橋
村
の
宮
座
は
五
人
の
司
脇
番
頭
と
一
〇
人
の
名
司
脇
が
中
心
を
な
し
、

こ
の
二
階
層
と
新
興
勢
力
の
平
座
と
で
座
を
構
成
し
た
。
座
外
に
は
脇
平
と
新
林
が

あ
る
。「岩

橋
村
宮
座
配
集
議
麹
」
に
は
「
正
月
午
ノ
量
ノ
宮
前
・
而
座
頭
平
座
と
も

家
之
左
右
へ
分
り
座
頭
十
五
人
ハ
重
菰
二
座
シ
平
座
ハ
芝
二
座
シ
一
合
之
橘
米
一
升
之

神
酒
頂
戴
仕
」
と
あ
り
、
座
内
部
に
お
い
て
も
階
層
が
あ
り
、
里
神
祭
祀
に
お
い
て

そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
た
。
里
神
祭
祀
に
は
草
分
け
筋
の
家
が
儀
礼
的
に
尊
重
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
万
治
三
年
（
＝
ハ
六
〇
）
八
月
に
宮
座
か
ら
奉
行
所
に
差
し
出
し
た
「
乍
恐
指
上

申
口
上
書
之
事
」
に
は
里
神
を
祭
る
初
午
祭
の
具
体
像
が
わ
か
る
。

　
　
一
、
里
神
御
神
拝
正
月
午
一
日
御
座
候

　
　
　
　
座
衆
分
御
へ
い
を
持
宮
参
仕
御
神
酒
御
残
い
た
だ
き
申
候
然
処
に
と
う
と

　
　
　
　
申
て
座
衆
之
子
供
年
十
五
六
二
成
候
者
一
年
二
四
人
ツ
ツ
当
里
申
候
四
人

　
　
　
　
之
内
二
人
は
く
に
ち
と
申
候
二
人
ハ
と
う
人
と
申
候
此
と
う
人
の
処
へ
神

　
　
　
　
の

御
移
里
被
レ
成
に
付
檀
を
つ
き
置
明
神
之
御
前
に
て
榊
を
い
た
た
き
檀

　
　
　
　
へ
う
つ
し
奉
里
御
か
〉
み
御
神
酒
御
菓
子
色
々
調
へ
上
ケ
申
候
則
座
衆
榊

　
　
　
　
之
御
供
仕
参
候
ヘ
ハ
神
之
御
入
候
御
祝
与
申
と
う
人
吸
物
仕
酒
振
舞
申
候

　
　
　
　

（中
略
）
右
四
人
之
子
供
一
人
二
付
米
四
斗
麦
八
斗
ツ
〉
出
し
申
候

　
　
　
　

（後
略
）

　
正
月
午
日
の
里
神
の
祭
に
は
、
座
衆
の
子
供
四
人
が
差
定
さ
れ
、
そ
の
内
二
人
を

頭
人

と
し
、
頭
人
宅
で
は
檀
を
築
き
、
里
神
の
前
よ
り
榊
を
持
っ
て
座
衆
が
榊
の
御

供
を
し
て
、
檀
の
神
体
と
す
る
。
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こ
の
祭
は
座
衆
の
子
弟
の
座
入
と
し
て
の
要
素
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
頭
人

と
な
る
と
座
衆
に
対
し
て
吸
い
物
と
酒
の
御
馳
走
を
し
、
米
四
斗
と
麦
八
斗
の
寄
付

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
同
史
料
の
後
半
部
分
に
よ
る
と
、
頭
役
を
経
済
的
に
勤
仕
で
き
ず
座
入
が
お
く
れ

た

者

は
改
め
て
、
「
足
あ
ら
い
」
と
し
て
座
衆
二
五
〇
人
（
家
族
を
含
め
た
数
）
に
御

馳
走
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
経
済
的
負
担
に
堪
え
ら
れ
な
い
者
は
、
宮
座
の
家
格
を
そ
な
え
な
が
ら
、

座
外

と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
と
反
対
に
新
興
農
民
で
も
富
ん
だ
者
は
寄
付
に

よ
っ
て
宮
座
の
家
格
を
そ
な
え
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

　
近
世
初
頭
か

ら
綿
作
が
行
わ
れ
、
高
度
の
農
業
生
産
力
を
し
め
し
て
い
る
岩
橋
村

で

は
、
座
と
座
外
、
さ
ら
に
座
内
部
に
お
い
て
階
層
闘
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
が

わ

か
る
。

　
中
世
以
来
の
番
頭
と
司
脇
に
よ
る
宮
座
祭
祀
は
、
里
神
神
拝
の
座
礼
に
あ
ら
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

お
わ

り
に

　
前
章
で
検
討
し
た
大
窪
・
市
坪
・
柴
目
・
岩
橋
の
里
神
は
、
当
該
地
の
開
拓
先
祖

の

子
孫
が
株
座
を
構
成
し
て
祀
っ
て
い
た
。
こ
の
事
例
を
も
っ
て
、
里
神
ー
祖
霊
を

祀

る
祭
場
、
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
つ

ま
り
、
村
の
開
拓
先
祖
を
株
座
に
よ
り
祀
る
こ
と
と
、
各
家
の
祖
霊
を
祀
る
こ

と
は
直
戴
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
『
紀
伊
続
風
土
記
』
「
神
社
定
考
之
部
上
」
に
お
い
て
、
海
南
市
日
方
の
里

神
が
「
元
よ
り
鎮
ま
り
坐
せ
る
地
主
神
に
て
其
　
は
元
は
奥
谷
と
い
ふ
所
の
口
に
在

し
神
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
の
神
・
地
主
神
・
在
地
神
と
し
て
の
里
神
信
仰
に

こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
従
来
の
よ
う
に
地
の
神
を
祖
霊
信
仰
の
指
標
と
す
る

こ
と
に
も
賛
成
で
き
な
い
。

　
歴
史
的
に
み
る
と
、
社
殿
成
立
以
前
の
祭
場
ー
ヤ
シ
ロ
は
村
里
か
ら
少
し
離
れ
、

常
緑
樹
の
森
に
囲
ま
れ
た
清
浄
な
場
所
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
二
・

三
で
検
討

し
た
よ
う
に
、
隅
田
で
は
＝
二
世
紀
初
頭
か
ら
、
日
前
国
懸
社
領

で

も
一
三
世
紀
末
に
は
里
神
が
確
認
で
き
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
か
ら
祭
ら
れ
て

い

た
。
開
拓
者
が
村
を
切
り
開
い
て
人
間
の
空
間
と
し
た
時
、
氏
神
以
外
に
森
の
ヤ

シ

ロ

を
地
主
神
・
在
地
神
と
し
て
祀
っ
た
の
が
里
神
の
起
源
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
本
稿
の
さ
さ
や
か
な
結
論
で
あ
り
、
隅
田
の
猿
田
彦
社
以
外
の
里
神
に
つ

い
て

の
聞
き
書
き
調
査
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
最
後

に
、
近
代
の
里
神
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
す

で
に

近
世
に

お

い

て
、
里
神
は
「
里
の
町
の
近
所
に
て
名
も
な
き
神
な
る
故
に

　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

里
神

と
云
」
「
御
神
体
は
無
御
座
候
　
勧
請
時
代
相
分
り
不
申
候
」
と
、
そ
の
存
在
を

忘
れ
ら
れ
た
神
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
存
在
は
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。

　
明
治
国
家
は
明
治
後
期
、
人
心
を
国
家
神
道
に
統
一
す
る
た
め
に
産
土
の
統
合
を

企
て
た
。

　
民
衆
統
制
の
末
端
組
織
で
あ
る
一
町
村
に
一
神
社
し
か
許
さ
な
い
、
国
家
が
信
仰

へ
干
渉
す

る
か
た
ち
の
神
社
整
理
政
策
を
強
行
し
た
。
ま
た
、
開
発
促
進
と
い
う
大

義
名
分
の
も
と
に
、
暮
し
に
密
着
す
る
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
社
は
大
幅
に
廃
止
さ
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れ
、
神
々
の
杜
は
濫
伐
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

　
南
方
熊
楠
に
よ
る
、
生
態
系
を
守
る
た
め
の
神
社
合
祀
反
対
運
動
の
甲
斐
も
な
く
、

名
に
し
負
う
熊
野
の
美
林
を
抱
え
た
和
歌
山
県
で
は
と
く
に
神
社
整
理
が
極
端
に
遂

　
　
　
（
3
8
）

行
さ
れ
た
。

　
三
七

二
二
社
の
う
ち
、
二
九
二
一
二
社
、
約
八
〇
％
の
社
が
破
却
さ
れ
た
。
す
で
に

忘
れ

ら
れ
て
い
た
里
神
の
多
く
が
社
を
壊
さ
れ
、
森
は
伐
ら
れ
て
、
そ
の
抹
殺
に
追

い

打
ち
を
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
す
で
に
一
〇
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
現
在
、
ま
す
ま
す
紀
州
の
里

神
像

は
捉
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
環
境
運
動
の
高
ま
り
に
よ
り
、
長
い
歳
月
を
か

け
れ
ば
美
林
は
取
り
戻
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
信
仰
の
実
態

は
、
史
料
に
依
っ
て
取
り
戻
す
ほ
か
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
尚
、
末
尾
に
な
っ
た
が
、
宮
本
佳
典
氏
・
和
歌
山
県
野
上
町
柴
目
里
神
講
の
写
真

を
御
提
供
い
た
だ
い
た
野
上
町
教
育
委
員
会
・
「
紀
伊
続
風
土
記
『
里
神
』
一
覧
」
作

成
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
牧
ヶ
野
靖
子
氏
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（
1
）
　
渡
辺
弥
「
社
か
ら
神
社
へ
」
『
成
城
大
学
文
芸
学
部
短
期
大
学
部
創
立
二
十
周
年
記
念
論
文

　
　
集
』
、
一
九
七
四
年
。

（
2
）
　
「
神
社
の
源
流
は
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
か
」
『
神
道
を
知
る
本
』
、
宝
島
社
、
一
九
九
三
年
。

（
3
）
　
大
塚
民
俗
学
会
遍
、
一
九
七
二
年
。

（
4
）
　
「
『
森
神
信
仰
』
研
究
史
と
文
化
複
合
論
－
国
分
直
一
の
視
角
を
中
心
に
し
て
ー
」
『
比
較
民

　
　
俗
研
究
』
六
、
一
九
九
二
年
。

（
5
）
　
「
若
狭
大
島
民
俗
記
」
『
ひ
だ
び
と
』
一
一
七
、
一
九
四
四
年
。

（
6
）
　
「
ニ
ソ
の
杜
」
『
民
間
伝
承
』
一
四
1
二
、
一
九
五
〇
年
。

（
7
）
　
『
民
間
信
仰
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
。

（
8
）
　
『
屋
敷
神
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
。

（
9
）
　
最
上
の
『
詣
り
墓
』
（
古
今
書
院
、
一
九
五
五
年
）
に
お
い
て
、
詣
り
墓
の
先
行
形
態
こ

　
　

そ
、
ニ
ソ
の
杜
、
各
地
の
地
神
、
氏
神
、
「
森
神
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
そ
こ
は
始
祖
の

　
　
埋
め

墓
で
あ
り
、
後
に
一
族
の
者
の
祖
霊
一
般
も
そ
の
森
を
通
じ
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

　
　
た

と
指
摘
す
る
。

（
1
0
）
　
「
若
狭
大
島
の
家
格
制
と
親
方
子
方
関
係
」
『
若
狭
の
民
俗
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八

　
　
年
。

（
1
1
）
　
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
。

（
1
2
）
　
『
民
間
伝
承
』
一
二
ー
一
一
・
＝
一
。
宮
本
佳
典
氏
の
御
教
授
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
同
三
九
頁
。

（
1
4
）
　
「
水
の
神
」
『
橋
本
市
立
郷
土
資
料
館
報
』
三
。
「
高
野
山
麓
の
谷
と
山
の
神
信
仰
」
『
和
歌
山

　
　
県
の
研
究
』
五
（
方
言
・
民
俗
篇
）
、
清
文
堂
、
一
九
七
八
年
。

（
1
5
）
　
隅
田
八
幡
神
社
文
書
、
『
和
歌
山
県
史
　
中
世
史
料
一
』
、
一
九
七
五
年
。

（1
6
）
　
註
（
1
4
）
後
者
。

（
1
7
）
　
「
風
の
神
・
火
の
神
」
『
古
代
日
本
の
民
俗
と
生
活
』
、
東
出
版
、
一
九
六
二
年
。

（
1
8
）
　
す
べ
て
『
和
歌
山
県
史
　
中
世
史
料
二
よ
り
引
用
。

（
1
9
）
　
三
浦
秀
宥
『
岡
山
の
民
間
信
仰
』
、
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
七
年
。
同
『
荒
神
信
仰
と
ミ

　
　
サ
キ
ー
岡
山
県
の
民
間
信
仰
1
』
、
名
著
出
版
、
一
九
八
九
年
。

（
2
0
）
　
『
和
歌
山
県
史
　
中
世
史
料
一
』
。

（
2
1
）
　
「
中
世
宮
座
の
成
立
と
展
開
」
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
。

（
2
2
）
　
『
和
歌
山
県
史
　
中
世
史
料
＝
。

（
2
3
）
　
『
官
幣
大
社
日
前
神
宮
国
懸
神
宮
本
紀
大
略
』
、
一
九
一
六
年
。

（2
4
）
　
同
右
。

（2
5
）
　
同
右
。

（
2
6
）
　
『
紀
州
文
献
日
高
近
世
史
料
』
、
一
九
三
六
年
。

（
2
7
）
　
前
掲
「
水
の
神
」
「
橋
本
市
立
郷
土
資
料
館
報
』
三
。

（
2
8
）
　
『
下
津
町
誌
　
史
料
編
・
上
』
、
一
九
七
四
年
。

（2
9
）
　
同
右
。

（3
0
）
　
『
野
上
町
誌
　
下
巻
』
、
一
九
八
五
年
。

（3
1
）
　
同
右
。
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『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
四
、
「
公
事
家
」
の
項
。

安
藤
精
一
『
近
世
宮
座
の
史
的
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
。

同
右
、
史
料
編
、
『
湯
浅
家
文
書
』

同
右
。

（和
歌
山
市
岩
橋
、
湯
浅
家
所
蔵
）
。

（
3
6
）
　
「
紀
伊
国
名
高
浦
名
所
旧
跡
便
知
」
（
『
海
南
市
史
』
第
二
巻
、
一
九
九
〇
年
）
。
　
　
　
　
　
　
5
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

（
3
7
）
　
寛
政
四
年
「
寺
社
調
帳
」
（
『
御
坊
市
史
』
第
二
巻
、
一
九
八
一
年
）
。

（
3
8
）
　
鹿
野
政
直
『
近
代
日
本
の
民
間
学
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
。
同
「
原
郷
へ
の
思
慕
…
文

　
　
明
を
照
ら
し
だ
す
思
索
」
『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
』
一
一
五
、
一
九
八
八
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）



森神信仰としての里神

紀
伊
続
風
土
記

『里
神
』
一
覧

近
世
村
名

現
地
名

里
神
に
関
す
る
記
載

1

名
草
郡
船
所
村

和
歌
山
市
船
所

里
神
社
　
境
内
周
二
十
八
間
村
の
艮
に
あ
り

2

名
草
郡
直
川
村

和
歌
山
市
直
川

小
祠
　
里
神
社

3

名
草
郡
宇
田
森
村

和
歌
山
市
宇
田
森

大
屋
大
明
神
社
末
社
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
社

4

名
草
郡
島
村

和
歌
山
市
島

小
祠
　
里
神
社
　
二
社
社
地
周
三
十
六
間
村
の
東
に
あ
り
末
社
弁
財
天
あ
り

5

名
草
郡
楠
本
村

和
歌
山
市
楠
本

小
祠
　
里
神
社

6

名
草
郡
里
村

和
歌
山
市
里

里
神
社
　
社
　
方
八
尺
　
境
内
周
四
十
六
間

村
の
西
の
方
に
あ
り
後
世
境
内
に
遍
照
寺
を
建
る
よ
り
主
客
換
て
今
は
寺
の
境
内
に
社
あ
る
に
似
た
り

7

名
草
郡
瀧
畑
村

和
歌
山
市
滝
畑

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
四
十
間
内
野
の
西
に
あ
り

8

名
草
郡
岩
橋
村

和
歌
山
市
岩
橋

里
神
社
　
境
内
周
四
十
六
間
　
宇
多
の
乾
に
あ
り
明
暦
記
に
祀
神
九
頭
明
神
一
に
十
八
善
神
と
も
い
ふ
と
あ
り
古
よ
り
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
暦
）
年
正
月
初
午
ノ
日
宮
座
配
の
式
当
神
前
に
て
執
行
ふ
明
歴
記
に
又
当
社
境
内
を
明
楽
寺
と
も
い
ふ
と
あ
り
明
楽
寺
は
古
の

別
当
寺
な
る
へ
し

9

名
草
郡
中
村

和
歌
山
市
和
佐
中

小
祠
　
里
神
社
　
村
中
に
あ
り

10

名
草
郡
関
戸
村

和
歌
山
市
和
佐
関
戸

小
祠
　
里
神
社
　
小
名
出
嶋
の
北
に
あ
り

11

名
草
郡
黒
田
村

和
歌
山
市
黒
田
・

里
神
社
　
境
内
周
四
十
二
間
　
中
黒
田
の
東
ノ
端
に
あ
り
又
中
言
の
社
と
も
い
ふ

友
田

町
五
丁
目

12

名
草
郡
吉
田
村

和
歌
山
市
吉
田
・

里
神
社
　
境
内
周
四
十
間
　
村
の
坤
ノ
方
に
あ
り
中
言
ノ
社
と
も
い
ふ
社
地
古
樹
欝
々
た
り

友
田
町
二
～
五
丁
目
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名
草
郡
太
田
村

名
草
郡
秋
月
村

名
草
郡
鳴
神
村

名
草
郡
井
辺
村

名
草
郡
津
秦
村

名
草
郡
有
家
村

名
草
郡
出
島
村

名
草
郡
毛
見
浦

名
草
郡
口
須
佐
村

名
草
郡
平
尾
村

名
草
郡
塩
谷
村

名
草
郡
木
枕
村

名
草
郡
永
山
村

名
草
郡
中
村

名
草
郡
大
河
内
村

和
歌
山
市
太
田

　
美
園
町
五
丁
目

和
歌
山
市
秋
月

和
歌
山
市
鳴
神

和
歌
山
市
井
辺

和
歌
山
市
津
秦

和
歌
山
市
有
家

和
歌
山
市
朝
日

和
歌
山
市
毛
見

和
歌
山
市
口
須
佐

和
歌
山
市
平
尾

和
歌
山
市
塩
谷

　
一
～
六
丁
目

秋
葉
町
　
打
越
町

和
歌
山
市
木
枕

和
歌
山
市
永
山

和
歌
山
市
山
東
中

和
歌
山
市
大
河
内

里
神
社
　
境
内
周
四
十
間
　
村
の
西
辺
に
あ
り
土
人
内
天
神
と
い
ふ

弓
天
神
に
対
す
る
称
な
り
此
両
社
天
満
宮
を
祭
る
に
は
あ
ら
す

小小小り、、小
祠祠祠祠祠

里
神
社

里
神
社

里
社
神

里
神
社

里
神
社

社
地
周
三
十
二
間
村
の
南
に
あ
り
塞
神
を
祀
る
と
い
ふ

社
地
周
三
十
二
間
村
の
北
二
町
許
に
あ
り
御
園
社
と
も
い
ふ

社
地
周
四

十
四
間
村
の
巽
に
あ
り

社
地
周
二
十
二
町
村
の
西
一
町
に
あ
り
西
の
御
前
と
い
ふ

村
の
南
に
あ
り
東
の
御
前
と
い
ふ
里
人
或
は
稲
倉
魂
ノ
神
又
太
玉
ノ
命
を
祀
る
と
い
ふ
毎
年
正
月
村
老

此
神
前
に
て
左
右
列
を
な
し
座
配
の
礼
を
行
ふ

小
祠
　
里
神
社
　
東
津
秦
の
北
に
あ
り

里
神
社
　
村
の
坤
一
町
許
に
あ
り

里
神
社
　
村
中
字
丸
黒
と
い
ふ
所
に
あ
り
故
に
丸
黒
明
神
と
い
ふ

里
神
社
　
社
地
周
三
十
間
村
の
西
に
あ
り

須
佐
明
神
社
　
末
社
　
里
神
社
　
四
尺
二
尺

小
祠
　
弁
財
天
・
里
神
社
　
社
地
周
二
十
八
間
村
の
艮
田
中
に
あ
り

小
祠
　
牛
神
・
里
神
社
　
社
地
周
三
十
二
間
村
の
北
山
上
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
三
十
二
間
村
の
坤
山
上
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
社

社
地
周
二
十
間
村
の
艮
に
あ
り
昔
は
社
領
田
二
段
あ
り
し
と
い
へ
り

社
地
周
十
二
間
天
神
山
に
あ
り

社
地
周

二
十
間
西
林
寺
の
北
に
あ
り

常
福
寺
の
側
に
あ
り
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名
草
郡
南
畑
村

名
草
郡
黒
岩
村

名
草
郡
且
来
村

名
草
郡
岡
田
村

名
草
郡
日
方
浦

名
草
郡
田
津
原
村

名
草
郡
別
所
村

名
草
郡
汲
沢
村

海
部
郡
日
野
村

海
部
郡
橘
本
村

海
部
郡
大
窪
村

海
部
郡
沓
掛
村

海
部
郡
市
坪
村

海
部
郡
三
尾
川
浦

海
部
郡
衣
奈
浦

海
部
郡
小
引
浦

海
部
郡
吹
井
浦

和
歌
山
市
南
畑

和
歌
山
市
黒
岩

海
南
市
且
来

海
南
市
岡
田

海
南
市
日
方

山
崎
町
一
～
三
丁
目

馬
場
町
一
～
三
丁
目

築
地

海
南
市
重
根

海
南
市
別
所

海
南
市
汲
沢

和
歌
山
市
日
野

下
津
町
橘
本

下
津
町
大
窪

下
津
町
沓
掛

下
津
町
市
坪

由
良
町
三
尾
川

由
良
町
衣
奈

由
良
町
小
引

由
良
町
吹
井

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
十
八
間
村
の
坤
山
足
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
観
音
寺
山
に
あ
り

八
幡
宮
　
末
社
　
秋
葉
権
現
・
里
神
・
牛
頭
天
王
合
殿

小
祠
　
里
神
・
稲
荷
社
　
社
地
周
二
十
間
岡
村
の
西
に
あ
り

産
土
神
社
　
里
神
社
　
方
四
尺

小小小小小小
祠祠祠祠祠祠

社
方
三
尺

氏
神
社

小
祠

小
祠

小
祠

其
祖
を
祀
り
し
な
り
と
い
ふ
其
家
は
此
地
草
創
の
と
き
始
め
て
建
し
家
な
り
と
い
ふ

小
祠
　
里
神
社
　
衣
美
須
社
の
艮
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
糸
屋
に
あ
り
社
方
四
尺

小
祠
　
里
神
社
　
村
の
北
の
山
手
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
周
四
十
間
村
の
東
山
の
半
腹
に
あ
り

里
神
拝
所
　
観
音
堂

よ
り
八
町
南
沖
原
と
い
ふ
に
あ
り
　
鳥
井
拝
所
の
み
有
て
社
な
し

里
神
社
　
社
地
周
六
十
四
間
村
の
南
に
あ
り
今
社
な
し

里
神
社
　
社
地
周
八
間
村
ノ
東
に
あ
り

里
神
社
・
大
神
宮
　
社
地
周
六
間
村
の
東
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
周
六
十
間
村
の
西
に
あ
り

　
境
内
周
二
町
　
八
王
子
・
里
神
合
殿

里
神
社
　
社
地
周
四
十
間
王
子
神
社
の
北
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
除
地

里
神
社
　
村
の
西
一
町
程
に
あ
り
甚
助
と
い
ふ
も
の
支
配
す
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海
部
郡
江
駒
浦

海
部
郡
横
浜
村

那
賀
郡
古
和
田
村

那
賀
郡
西
山
村

那
賀
郡
野
尻
村

那
賀
郡
原
野
村

那
賀
郡
中
村

那
賀
郡
下
佐
々
村

那
賀
郡
次
谷
村

那
賀
郡
東
上
谷
村

那
賀
郡
海
老
谷
村

那
賀
郡
長
谷
村

那
賀
郡
野
田
原
村

那
賀
郡
国
木
原
村

那
賀
郡
釜
瀧
村

那
賀
郡
松
瀬
村

那
賀
郡
東
野
村

那
賀
郡
勝
谷
村

那
賀
郡
垣
内
村

由
良
町
江
ノ
駒

由
良
町
里

打
田

町
古
和
田

貴
志
川
町
西
山

海
南
市
野
尻

海
南
市
原
野

海
南
市
野
上
中

野
上
町
下
佐
々

海
南
市
次
ケ

谷

海
南
市
上
谷

海
南
市
海
老
谷

野
上
町
長
谷

桃
山
町
野
田
原

野
上
町
国
木
原

野
上
町
釜
滝

野
上
町
松
瀬

野
上
町
東
野

美
里
町
勝
谷

桃
山
町
垣
内

小小小小小小小小小小小小
祠祠祠祠祠祠祠祠祠祠祠祠

里
神
社

里
神
森

里
神
森

里
神
森

里
神
社

里
神

里
神

里
神

里
神

里
神
社

里
神

里
神
ノ
森
村
の
西
浜
辺
に
あ
り

　
　
　
　
村
領
に
あ
り

　
　
　
　
村
中
に
あ
り

　
　
　
　
宮
山
の
麓
に
あ
り

　
　
　
　
社
地
周
五
十
間

　
　
　
　
社
地
周
六
間
東
垣
内
に
あ
り

小
名
里
神

小小小小小小小小小
祠祠祠祠祠祠祠祠祠

村
中
に
あ
り

村
の
南
に
あ
り
森
の
み
に
て
社
な
し

森
周
二
十
間

森
周
十
間

　
社
地
周
四
十
間

森
周
一
町
半
許
下
林
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
周
二
町
西
浦
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
周
八
間
神
縄
懸
脇
谷
村
界
に
あ
り

里
神
森
　
社
地
周
二
十
間
村
の
西
一
町
許
に
あ
り

上
里
神
森
　
社
地
周
三
十
八
間
村
の
艮
三
町
余
に
あ
り
社
な
し

下
里
神
森
　
社
地
周
三
十
三
間
村
の
寅
の
方
三
町
余
に
あ
り

里
神
森
村
の
東
二
町
許
に
あ
り
社
な
し

里
神
森
　
村
の
巽
三
町
許
に
あ
り
て
社
な
し

里
神
森
　
善
福
寺
よ
り
往
還
筋
西
の
方
五
町
許
に
あ
り
社
な
し

里
神
社
　
社
地
周
十
六
間
村
の
南
に
あ
り
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那
賀
郡
福
井
村

那
賀
郡
新
荘
村

那
賀
郡
中
田
村

那
賀
郡
坂
本
村

那
賀
郡
野
中
村

那
賀
郡
安
井
村

那
賀
郡
南
畑
村

那
賀
郡
永
谷
村

那
賀
郡
市
場
村

那
賀
郡
樋
下
村

那
賀
郡
三
尾
川
村

那
賀
郡
箕
六
村

那
賀
郡
鎌
瀧
村

那
賀
郡
赤
木
村

那
賀
郡
中
村

那
賀
郡
宮
村

那
賀
郡
福
田
村

那
賀
郡
小
野
村

野
上
町
福
井
福
井
東

野
上
町
中
田

野
上
町
中
田

野
上
町
坂
本

美
里
町
野
中

美
里
町
安
井

美
里
町
南
畑

美
里
町
永
谷

美
里
町
神
野
市
場

美
里
町
樋
下

美
里
町
三
尾
川

美
里
町
箕
六

美
里
町
鎌
滝

美
里
町
赤
木

美
里
町
毛
原
中

美
里
町
毛
原
宮

美
里
町
福
田

野
上
町
吉
野

小
祠
　
里
神
社
　
方
三
尺
社
地
周
四
十
間
村
の
辰
方
一
町
半
許
馬
場
奥
谷
と
い
ふ
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
村
の
東
三
町
大
師
寺
屋
敷
跡
の
傍
に
あ
り

八
王
子
社
　
末
社
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
森
　
社
地
周
四
十
四
間
村
の
亥
ノ
方
一
町
余
に
あ
り
社
な
し

小
祠

里
神
森

村
の

西
に

あ
り
社
な
し

小
祠
　
弁
財
天
社
里
神
社
　
二
社
門
田
に
あ
り

里
神
森
　
門
田
に
あ
り
社
な
し

小
祠
　
御
神
山
　
社
地
周
二
十
九
間
村
の
北
に
あ
り
又
村
中
に
里
神
の
森
と
い
ふ
あ
り
社
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（十
二
間
）

小
祠
　
里
神
森
　
社
地
周
三
十
六
間
村
中
よ
り
亥
の
方
一
町
に
あ
り
　
社
な
し

小

祠
里
神
森
小
さ
き
森
な
り
村
の
南
に
あ
り
社
な
し

小
祠

　
衣
比
須
社
里
神
社
　
二
社
村
中
礼
場
に
あ
り
市
を
な
す
場
ゆ
ゑ
衣
比
須
を
祀
る
な
り

善
福
寺
境
内
　
鎮
守
里
神
社

小
祠
　
里
神
森
四
所
　
皆
少
し
つ
〉
の
森
な
り
森
の
内
皆
小
祠
あ
り

一
社
は
前
垣
内
に
あ
り
一
社
は
ウ
ト
ウ
と
い
ふ
所
に
あ
り
一
社
は
天
拝
と
い
ふ
所
に
あ
り
一
社
は
榛
の
木
と
い
ふ
所
に
あ
り

小小小小小小
祠祠祠祠祠祠

里
神
社

里
神
森

里
神
社

里
神
森

里
神
森

里
神
森

廃
大
日
寺
　
鎮
守
里
神
社

社
地
周
百
七
十
四
間
村
中
に
よ
り
一
町
辰
の
方
に
あ
り

小

さ
き
森
な
り
村
の
南
に
あ
り

社
地
周

六
間
村
の
乾
一
町
に
あ
り

村
の
戌
の
方
に
あ
り
　
社
な
し

社
地
周
二
十
間
丹
生
神
社
の
前
に
あ
り
社
な
し

入
道
谷
と
い
ふ
所
に
あ
り

　
　
　
　
村
中
札
場
に
あ
り
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伊
都
郡
西
志
富
田
村

伊
都
郡
皮
張
村

伊
都
郡
新
村

伊
都
郡
相
浦
村

伊
都
郡
河
根
村

伊
都
郡
上
古
佐
布
村

伊
都
郡
細
川
村

伊
都
郡
東
郷
村

在
田

郡
瀧
村

在
田

郡
道
村

在
田
郡
東
村

在
田

郡
唐
尾
村

在
田

郡
井
関
村

在
田

郡
上
津
木
村

在
田

郡
野
田
村

在
田

郡
大
賀
畑
村

在
田

郡
黒
松
村

在
田
郡
井
谷
村

在
田

郡
板
尾
村

か

つ

ら
ぎ
町
西
渋
田

か

つ

ら
ぎ
町
宮
本

花
園
村
新
子

高
野
町
相
ノ
浦

九
度
山
町
河
根

九
度
山
町
上
古
沢

高
野
町
細
川

九
度
山
町
東
郷
村

有
田

市
宮
原
町
滝

有
田
市
宮
原
町
道

有
田
市
宮
原
町
東

広
川
町
唐
尾

広
川
町
井
関

広
川
町
上
津
木
中
村

吉
備
町
野
田

吉
備
町
大
賀
畑

金
屋
町
黒
松

清
水
町
井
谷

清
水
町
板
尾

小
祠
　
里
神
社
　
村
の
南
二
町
半
に
あ
り
祀
神
蟻
通
明
神
な
り
土
人
森
田
の
鎮
守
と
呼
ふ
荘
の
氏
神
蟻
通
明
神
御
休
息
の

所
な
り
と
い
ふ

小
祠
　
里
神
社
　
村
の
北
一
町
に
あ
り

弁
財
天
社
　
末
社
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
百
二
十
間
村
中
に
あ
り

小
祠

　
牛
頭
天
王
社

森
周
十
六
間
大
橋
の
傍
に
あ
り
又
里
神
と
い
ふ

小
祠
　
牛
頭
天
王
社

森
周
三
十
間
大
橋
の
艮
に
あ
り
又
里
神
と
も
い
ふ

弁
財
天
社
　
末
社
　
里
神
社

弁
財
天
社
　
末
社
　
各
方
三
尺
　
里
神
社

小
祠
　
里
神
社
　
村
中
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
十
六
間
村
の
北
に
あ
り
神
体
木
像
二
あ
り

祀
神
蛭
子
神
吉
祥
天
女
な
り
と
い
ふ

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
二
十
一
間
村
の
西
に
あ
り

里
神
社
　
境
内
周
六
十
間
　
小
名
里
神
と
い
ふ
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
二
十
八
間
村
の
艮
に
あ
り

稲
荷
明
神
社
　
摂
社
　
里
神
社
　
稲
荷
明
神
社
境
内
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
七
十
間
村
中
山
手
に
あ
り
老
賀
八
幡
宮
摂
社
な
り

小
祠
　
里
神
森
　
社
地
周
八
間
村
中
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
周
二
十
八
間
村
の
北
に
あ
り
祀
神
丹
生
高
野
明
神
な
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
二
十
間
中
組
の
北
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
七
十
間
村
中
川
向
に
あ
り

里
神
社
　
社
地
周
四
十
間
岡
手
に
あ
り
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日
高
郡
原
谷
村

日
高
郡
萩
原
町

日
高
郡
荊
木
村

日
高
郡
高
家
村

日
高
郡
上
富
安
村

日
高
郡
中
志
賀
村

日
高
郡
方
杭
村

日
高
郡
小
浦

日
高
郡
比
井
浦

日
高
郡
小
坂
村

日
高
郡
産
湯
村

旦
局
郡
阿
尾
村

日
高
郡
小
池
村

日
高
郡
和
田
浦

旦
局
郡
入
山
村

日
高
郡
財
部
村

日
高
郡
吉
田
村

日
高
郡
土
生
村

日
高
郡
小
熊
村

日
高
郡
若
野
村

日
高
郡
下
江
川
村

日
高
町
原
谷

日
高
町
萩
原

日
高
町
荊
木

御
坊
市
荊
木

日
高
町
高
家

御
坊
市
湯
川
町
富
安

日
高
町
志
賀

日
高
町
方
杭

日
高
町
小
浦

日
高
町
比
井

日
高
町
小
坂

日
高
町
産
湯

日
高
町
阿
尾

日
高
町
小
池

美
浜
町
和
田

美
浜
町
和
田

御
坊
市
湯
川
町
財
部

南
部
町
東
吉
田

川
辺
町
土
生

川

辺
町
小
熊

川
辺
町
若
野

川
辺
町
江
川

里
神
社
　
境
内
周
三
町
半

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
十
間

小
祠
　
里
神
森
　
社
地
周
九
十
間
村
の
西
端
に
あ
り
森
の
み
な
り

小
祠
　
里
神
森
　
三
又
に
あ
り
社
な
し

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
二
十
九
間
村
中
に
あ
り

小
祠
　
里
神
森
　
村
中
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
五
十
二
間
村
の
北
山
に
あ
り

御
霊
宮
　
末
社
里
神

4、ノ∫、4、4、4、

祠祠祠祠祠
里
神
森

里
神
社

里
神
社

里
神
社

里
神
社

里
神
社
　
境
内
周
三
町
二
十
間

里
神
森
　
北
裏
に

あ
り
森
の
み
な
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
三
十
八
間
村
中
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
四
十
間
村
中
に
あ
り

小
祠
　
里
神
森
　
社
地
山
林
周
五
十
間
村
端
山
手
に
あ
り

小
祠
　
里
神
　
社
地
回
四
十
間
土
生
境
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
三
十
二
間
村
中
に
あ
り

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
十
六
間
村
中
に
あ
り

村
の
東
山
の
森
を
い
ふ
社
な
し

社
地
周
二
十
間
村
中
に
あ
り

社
地
周
十
四
間
村
中
に
あ
り

社
地
周
十
二
間
村
中
に
あ
り

社
地
周
三
町
十
六
間
村
の
北
端
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
御
埼
社
の
摂
社
に
て
本
社
の
東
九
町
に
あ
り
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皿

日
高
郡
入
野
村

川
辺
町
入
野

小

祠
　
里
神
社
社
地
周
百
間

㎜

日
高
郡
中
津
川
村

川
辺
町
中
津
川

小
祠

　
里
神
社
社
地
周
二
百
間
村
の
乾
に
あ
り

撚

日
高
郡
早
藤
村

川
辺
町
早
藤

小
祠
　
里
神
社
　
社
地
周
八
間
玄
子
村
境
に
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森神信仰としての里神
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図2　『紀伊続風土記』記載の里神

267



Community　Deities　and　Forest　Worship

FUKUHARA　Toshio

　　In　the　field　of　fblk　studies　in　Japan，　the　type　of　religious　rites　held　with　woods　or

fbrest　as　the　ritual　site　dedicated　to　divine　spirits　is　called　〃10〃9α〃ガ　ぷ乃加んσ　or

literally，‘‘R）rest　deity　worship，”acentral　theme　ofresearch　on　R）lk　belie£It　has　been

thought　that　fbrest　worship　was　the　primitive　fbrm　of　Shintδritual，　representing　the

way　rites　were　perfbrmed　prior　to　building　of　shrine　structures，　as　well　as　a　vestige　of

the　concept　of　divinity　prior　to　the　enshrinement　of　deities．　Under　the　innuence　of

R）lklorist　Yanagita　Kunio，　fbrest　worship　has　been　viewed　as　rituals　perfbrmed　fbr

the　ancestral　spirits．

　　In　the　Kinokawa　river　basin－the　area　covered　by　our　joint　research　project－and

in　the　Hidaka　river　basin，　both　in　Wakayama　Pre飴cture，　small　shrines　remain

dedicated　to　what　are　calledぷ斑o－gα〃2∫（‘‘village　gods”），　using　woodlands　as　the　site

of　rituals．　Theぷατo－9α〃城though，　have　not　been　a　subject　of　fbrest　worship　research．

　　This　paper　examines　the　5ατo－gα1ηf　from　the　point　of　view　of　fbrest　worship，

drawing　primarily　on　regional　geography　records，　ancient　documents，　and　legends．
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